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診療内容　病床数５６０床

整形外科
リハビリテーション科
泌尿器科
放射線科
歯科（入院のみ）

総合内科
循環器内科
神経内科
麻酔科
臨床検査科

呼吸器内科
呼吸器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

アレルギー科
眼科
耳鼻咽喉科
皮膚科（入院のみ）

消化器内科
消化器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

●西武池袋線 清瀬駅南口よりタクシー５分、または南口バス２番乗り場より久米川駅行・所沢駅東口行は東京病院北下車、下里
団地行・滝山営業所行・花小金井駅行は東京病院玄関前下車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ武蔵野線 新秋津駅よりタクシー１０分、または西武池袋線に乗り換え。
●西武新宿線 久米川駅北口より清瀬駅南口行で東京病院北下車。または花小金井駅北口より清瀬駅南口行きで東京病院玄関前下
車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ中央線 武蔵小金井駅より清瀬駅南口行のバス路線があります。
●東武東上線 志木駅南口より清瀬駅北口行のバス路線があります。
●お車でお越しの際は正面よりお入り下さい。
　（駐車場２６５台）
　３０分以内　無料
　３１分～４時間　１００円
　以後１時間毎　１００円
　（２０時１５分～７時　１時間毎３００円))

専　門　外　来　案　内

交通

医療連携室よりお知らせ　患者様をご紹介いただく場合（医療機関）
　　外来診療の予約 ：診療依頼書をFAX送信して下さい
　　CT・MRI検査の申し込み ：医療連携室へお電話下さい

呼

　吸

　器

　関

　係

　外

　来

水（午後）

火（午前）

最近ものわすれのひどい方、アルツハイマー病などが心配な方。
（あらかじめ神経内科を受診して下さい。）

タバコがどうしてもやめられない方。
（当院の禁煙外来は、平成20年1月より保険が適用となりました。）

ものわすれ外来（予約制）

禁　　　煙（予約制）

木（午後） 肺がん治療についてのセカンドオピニオンを希望される方。［1時間まで10,800円］

通常の喘息治療でうまく喘息がコントロールされていない難治性喘息の方。

肺 が ん セ カ ン ド
オピニオン（予約制）

水（午前）
この病気は「息切れ」と「から咳」がよくある症状です。
治療が難しく、膠原病に合併する場合もあります。間質性肺炎（予約制）

難 治 性 喘 息 外 来
　　（予約制）

火（午後2時～）

月（午後）
2時～4時

咳をともなって気道・肺から出血する状態を喀血といいます。肺アスペルギルス症、気管支
拡張症、非結核抗酸菌症、肺結核、肺癌の患者さんにおこります。ご相談ください。喀　　  血（予約制）

水（午前）
咳や痰が出て、血痰があるなど一見結核にみえますが違います。
結核とそっくりの症状がこの疾病です。他人への感染はありません。非結核性抗酸菌症

金（午後）
肝臓癌、胆嚢癌、胆管癌、膵臓癌や胆石症など、肝胆膵疾患の手術のご相談、お申し込み、
セカンドオピニオン等に、専門の医師が対応いたします。肝　　　　胆　　　　膵

木（午前）

水（午後）
13：30～15：30

連携医の先生方かかりつけの患者様で、運動・言語・嚥下機能に問題があり、
リハビリテーションをご希望の方。（かかりつけ医の情報提供書が必要です。）
白内障の診断、手術の相談、説明など、これから白内障手術を検討されている方の
各種相談などを行っています。

地 域 リ ハ ビ リ 相 談

白 　 内 　 障 　 外 　 来

木
（第1週・第3週のみ） 失語・失行や健忘などの診断、リハビリテーションへの紹介など（要神経内科外来受診）。高 次 脳 機 能 外 来

専門外来名 診察日 このようなことでお悩みの方は、ご相談ください

月～金（午前）
ご家族などから「いびきが大きい、長く続く」あるいは「ねている時に息が止まる」などと
言われた方。COPDを疑われたり、COPD呼吸リハビリを御希望の方。

い  び  き  COPD
（睡眠時無呼吸症候群の検査）

受付時間：初診 8:30～14:00（消化器内科の月、金は１２:００までの受付）
　　　　　再診 8:00～11:00 （受付時間平日8：30～15：00まで）

予約センター　042-491-2181

WEB検索

○呼吸器センター ○喘息・アレルギーセンター ○消化器センター ○総合診療センター ○放射線診療センター
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表紙4

「人間ドック」・「肺ドック」・「消化器ドック」受付しております。
<実施期間> 「人間ドック」：平日の月・木・金曜日のみ（金曜日の人間ドックはペプシノゲン検査選択の方のみ可能）
　　　　　　「肺ドック」「消化器ドック」：平日の月～金曜日
<受診を希望される方は>
　完全予約制となっておりますので、ご希望の方は下記の予約センターまでお問い合わせください。

【予約センター：TEL 042-491-2181　　受付時間：平日 8：30～15：00】

FAX 042-491-2125（8:30～15:30）
TEL 042-491-2934（8:30～17:15）

新任のご挨拶

泌尿器科医長　瀬口　健至
　4月から泌尿器科医長として着任いたしました瀬口健至です。平成 3年に卒業後、泌尿器科癌の治療を中
心に幅広く泌尿器科疾患の診療に携わって参りました。癌の治療においては、手術、放射線治療、化学療法、
分子標的薬治療など様々な治療があります。お話を良く伺いご希望や不明・不安な点を確認しながら、患者
さんにとって最良の選択ができるよう進めて参りたいと思います。前任地の防衛医科大学校病院では、所沢
近隣地区の地域連携の推進にも従事しておりました。その経験を生かして、北多摩地域の先生方との連携を
図れるよう努力して参ります。よろしくお願い申し上げます。

神経内科　椎名　盟子
　4 月 1日付けで神経内科に配属されました椎名盟子です。これまでは板橋区にある東京都健康長寿医療セ
ンターで神経内科および総合診療科で勤務し、脳血管障害、神経難病や認知症の方々を診療してまいりまし
た。当院には 18 年前にも働いていたことがあり、建て替わった病院で再び勤務できることになりとてもうれ
しいです。今後は当院にいらっしゃる皆様のお役に立てるように頑張ります。よろしくお願いいたします。

リハビリテーション科　永井　多賀子
　この度東京病院リハビリテーション科勤務となりました永井多賀子です。前職では整形外科医として病
棟、外来、手術および運動器リハビリテーションに従事しておりました。今回リハ医として勤務するにあたり、
運動器の知識を活かし多方面からのリハアプローチができればと考えております。また、疾患別に機能障害、
能力障害の評価を行い、一人一人のニーズに合わせた治療と社会的支援を行いたいと考えております。宜し
くお願いいたします。

リハビリテーション科　西坂　智佳　
　初めまして。H27年 4月からリハビリテーション科に勤務させて頂いております、西坂智佳と申します。初
期研修終了後リハビリテーション科に進み、これまでは主に脊髄損傷や切断症例のリハビリを学んで参りま
した。東京病院では呼吸器疾患や脳血管障害の患者様のリハビリを担当させて頂けることとなり、日々精進
して参りたいと考えております。ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますがどうぞよろしくお願い申し
上げます。

呼吸器内科専修医　河野　史歩
　初めまして、卒後 4 年目の河野史歩と申します。初期研修を千葉の旭中央病院という千葉の東端にある病
院で行い、内科一般を学ぶため1 年間残りました。呼吸器内科に関しては今がほぼ1年目の状態ですが、一日
一日、呼吸器内科の知識全般を深めるよう努力します。
　自分が患者さん・家族側だった時の気持ちも忘れずに過ごしていきたいです。最初の方はいろいろとご迷
惑おかけする場面もあるかと思いますが一日でも早く慣れるよう精一杯頑張ります。どうぞよろしくお願い
します。

呼吸器内科専修医　花輪　智秀
 　4月より呼吸器内科専修医として勤務させて頂いている花輪智秀と申します。
東京女子医科大学病院にて初期研修を修了し、その後同院呼吸器内科に入局しました。結核などを含め大
学病院では経験できない呼吸器疾患をより深く経験、理解したいと考え東京病院での研修を希望しました。
勉強不足を痛感する毎日ですが、この恵まれた環境を生かし少しでも患者様に信頼される良い呼吸器内科
医になれるように頑張りたいと思いますので、宜しくお願いします。

診療部
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事務部長　米山　澄夫
　４月1日付で災害医療センターから東京病院に配置換えでお世話になることになりました米山です。
　病院建物は明るく綺麗ですし、敷地が広く緑が豊かで空気も美味しく感じられ、環境は申し分ないところ
で働くことができるなと感じているところです。当院が地域に信頼される病院、地域に貢献できる病院として
地域住民の皆様に認めていただけるよう、職員の皆さんとともに頑張っていきたいと思っておりますので、よ
ろしくお願いいたします。

神経内科専修医　白形　拓郎
　皆様はじめまして。この度、神経内科専修医としてご採用頂きました白形拓郎と申します。出身地は愛媛県
で、伊予柑や鯛、ハマチの美味しいところです。平成17年に東京大学を卒業し、初期研修後は内科ローテート、
精神科、神経内科を経験させて頂き、医師としては11年目になりました。前の病院は東京都健康長寿医療セ
ンター・神経内科で、高齢者の脳卒中などの急性期医療が主体でした。東京病院では神経変性疾患の診療に
も重点的に入らせて頂きたいと希望しております。医師としてはまだまだ未熟で至らぬ点も多々あるかと存
じますが、何卒宜しくお願い申し上げます。

呼吸器内科専修医　上井　康寛
　平成27年4月より呼吸器内科専修医として参りました、上井康寛と申します。
　慈恵医大を卒業して、附属病院で研修後、当院に赴任しました。さて、私の好きな言葉に、Guerirparfois, 
Soulager souvent, Consolertoujours（ときに癒し、しばしば和らげ、つねに慰む）があります。Ambroisepare
の箴言ともいわれておりますが、アメリカの結核療養所内の記念碑にも刻まれていると仄聞し、当院に派遣さ
れてきたのも何かの縁であると感じております。医者は慰めの心を忘れてはいけない、という当たり前のこと
を胸に、新たな地で頑張っていきたいと思います。宜しくお願いいたします。

1病棟　看護師長　原　輝美
　4月より茨城東病院から配置替えで参りました緩和ケア病棟師長の原輝美と申します。
　緩和ケアに関して経験が少ないのですが、頼りになるスタッフとともに患者さんに寄り添った看護ができ
るよう努めてまいります。これまでの経験を活かしながら、この病院の力になれるように頑張っていきたいと
思います。どうぞよろしくお願いいたします。

3西病棟　看護師長　関戸　信江
　4 月より 3 西病棟の看護師長として勤務させていただいております関戸と申します。災害医療センター附
属昭和の森看護学校より配置換えで参りました。久しぶりの臨床現場で毎日が新鮮であると同時に勉強の
日々です。初心に帰り患者様の生活の質を上げるためにどんな看護が出来るかを自分なりに考えていきたい
と思います。どうぞ宜しくお願い致します。

7東病棟　看護師長　人見　公代
　はじめまして。4 月より 7 東病棟で勤務しております。前任地の東埼玉病院では呼吸器内科・外科病棟、Ｈ
ＩＶ看護担当者、医療安全と経験してきました。結核看護のエキスパートナースが揃ったスタッフに引っ張ら
れながらも他部門の皆さまとも連携し、患者さんのＱＯＬを高めるべく、経験を生かしていければと考えてい
ます。板橋生まれの板橋育ちです。以前より通勤距離が半分になりました。趣味はと聞かれると読書としか答
えられなかったのは通勤時間もあったか？と自分勝手に考えています。今後ともよろしくお願い致します。

臨床検査技師長　渡司　博幸
　４月１日付けで東京病院へ赴任いたしました、臨床検査技師長の渡司博幸です。
　実は、当院には約10年前にもお世話になり、２回目の登場となります。当時、色々、ご指導いただいた皆様と
再び仕事ができることに大変感動致しております。赴任して数日が過ぎました。毎日、検査科のスタッフに御
指導を頂きながら頑張っております。検査科には個性豊かなすばらしい人が多く、良きスタッフに出会えた事
に心から感謝し、病院の皆様にご指導・ご協力を頂き、頑張って参ります。宜しくお願いいたします。

コメディカル

事務部

看護部
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消化器科・内視鏡室長　田中　晃久

　私は平成 14 年（2002 年）に東京病院に赴任致しました。月日が経つのは早いもので、

かれこれ 10 年以上（正確には 12 年）、あっという間に経過したような気がします。赴任

当初は消化器内科＝肝臓疾患？？というほど肝疾患の患者様が多く、胃腸疾患はむしろ外

科医が診察されており、ちょっと不思議な病院だなという印象を持ちました。また内視鏡

に関しても、週の割り当てが気管支鏡検査より少なく、本来なら消化器科の花形分野であ

る内視鏡検査が、なんとなく片隅に追いやられているようで、ちょっと寂しい感を抱いた

のを覚えております。それから月日が経ち、徐々にではありますが消化器内科としての体

制が整いつつあり、そして 2 年前から地域医療に、より一層貢献する目的もあり消化器セ

ンターが立ち上がりました。消化器疾患の診療において、内視鏡検査の重要度は年々増す

ばかりで、またここ 10 数年で内視鏡診断・治療は飛躍的に進歩しています。一昔前では胃・

大腸腫瘍（早期癌も含む）における、内視鏡下での腫瘍切除サイズは、ガイドラインで最

大 2cm以下と定められました。しかし、ここ数年でESD（内視鏡下粘膜剥離術）が普及し、

癌の浸潤度が浅ければ大きさに関係なく、開腹せずに内視鏡下で切除可能な時代となりま

した。また診断能力も NBI（狭帯域光観察）とハイビジョンを用いた拡大内視鏡の出現に

より、粘膜表面の微細な血管まで観察可能となり、内視鏡診断を飛躍的に向上させました。

我が国における消化管がんの内視鏡診断および治療技術は世界トップレベルと言われてお

ります。残念ながら当院の内視鏡レベルはまだまだそこには及びませんが、昨年より内視

鏡システムを一新し、最新型の機器で検査することが出来るようになりました。2013.2 月

～「ピロリ菌陽性慢性胃炎」も保険適応になり、患者様自ら内視鏡検査を希望され、受診

することも多くなりました。地域連携医の先生方においては、是非気軽に当センターをご

活用していただければと思っております。今後ともよろしくお願い申し上げます。

当院エキスパート医の紹介

管理課長　坂本　秀宣
　平成２７年４月１日付にて栃木医療センターより参りました管理課長の坂本申します。宜しくお願いしま
す。
　東京病院に赴任した際は敷地の広さと桜の木の多さが第一印象としてありました。
　また、前任者との引継の際に案内された「外気舎」を見たときは当院の歴史の長さを痛感しました。この長い
歴史のある病院で働けることを誇りに思い、患者さんの良好な療養環境はもちろんのこと、職員のみなさんが
働きやすい環境が提供出来るよう努めて参りますのでよろしくお願いします。
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歯科　高島　真穂

　当院歯科では主に入院中の患者さんの治療を主に行っております。老人性肺炎を口腔ケ

アで予防できる可能性が示唆されていたり、認知機能の低下が緩徐になる可能性が示唆さ

れるようになってきてから、口腔ケアという言葉が歯科領域だけではなく、一般診療や看

護、介護領域でさかんに使われるようになっており、医療や福祉の現場で口腔ケアが必要

とされることが増えてきています。入院中の患者さんは様々な感染症にかかっておられた

り、治療の内容により一時的に感染しやすい状態になっている方も多くおられます。口腔

内は全身の中でも特に細菌数が多い器官であり、全身の状態により細菌数が増え、口腔衛

生状態が落ちてくると、更に口腔内の細菌数が増え、元々の感染症の悪化や、あらたな感

染症の原因になることも危惧されるようになります。当院歯科では、入院中の患者さんの

歯磨きや、口腔粘膜、舌のクリーニングを行うことで口腔内を清潔に保つことのみではな

く、口腔のう触や歯周治療をおこなったり、歯の欠損部を補う治療を行うことでスムーズ

な咀嚼や嚥下をサポートし、口腔の健康状態をつくり、維持、増進するように積極的に患

者さんに関わる治療を行っています。

　また、咀嚼や嚥下のサポートとして、リハビリテーション科と嚥下機能検査も行ってい

ます。入れ歯が合わない、歯がぐらぐらしている、歯が痛い等の症状が有る場合は、食事

がうまく噛めず摂食嚥下障害の原因になってしまいます。患者さんの口腔内の状態にあっ

た食事形態を調整したり、歯科治療を行うことで食事の形態を上げていく等、歯科では摂

食嚥下障害患者さんのサポートも行っています。

　更に、当院で特徴的な治療としては、外来での睡眠時無呼吸症候群の治療が挙げられま

す。マウスピースを装着することで改善する場合も有り、呼吸器内科の先生と協力して治

療を行っています。

　持病のために歯科には通いづらい、治療を受けるのが不安な方は多くいらっしゃいます。

そのような有病の方々の歯科の治療を安心して受けられるように医科の先生と連携して治

療を進めていくことができるのが東京病院での歯科の治療の特徴です。これからも、患者

さんの立場に寄り添える歯科治療を行うように推進していきます。

当院エキスパート医の紹介
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事務部長　米山　澄夫
　４月1日付で災害医療センターから東京病院に配置換えでお世話になることになりました米山です。
　病院建物は明るく綺麗ですし、敷地が広く緑が豊かで空気も美味しく感じられ、環境は申し分ないところ
で働くことができるなと感じているところです。当院が地域に信頼される病院、地域に貢献できる病院として
地域住民の皆様に認めていただけるよう、職員の皆さんとともに頑張っていきたいと思っておりますので、よ
ろしくお願いいたします。

神経内科専修医　白形　拓郎
　皆様はじめまして。この度、神経内科専修医としてご採用頂きました白形拓郎と申します。出身地は愛媛県
で、伊予柑や鯛、ハマチの美味しいところです。平成17年に東京大学を卒業し、初期研修後は内科ローテート、
精神科、神経内科を経験させて頂き、医師としては11年目になりました。前の病院は東京都健康長寿医療セ
ンター・神経内科で、高齢者の脳卒中などの急性期医療が主体でした。東京病院では神経変性疾患の診療に
も重点的に入らせて頂きたいと希望しております。医師としてはまだまだ未熟で至らぬ点も多々あるかと存
じますが、何卒宜しくお願い申し上げます。

呼吸器内科専修医　上井　康寛
　平成27年4月より呼吸器内科専修医として参りました、上井康寛と申します。
　慈恵医大を卒業して、附属病院で研修後、当院に赴任しました。さて、私の好きな言葉に、Guerirparfois, 
Soulager souvent, Consolertoujours（ときに癒し、しばしば和らげ、つねに慰む）があります。Ambroisepare
の箴言ともいわれておりますが、アメリカの結核療養所内の記念碑にも刻まれていると仄聞し、当院に派遣さ
れてきたのも何かの縁であると感じております。医者は慰めの心を忘れてはいけない、という当たり前のこと
を胸に、新たな地で頑張っていきたいと思います。宜しくお願いいたします。

1病棟　看護師長　原　輝美
　4月より茨城東病院から配置替えで参りました緩和ケア病棟師長の原輝美と申します。
　緩和ケアに関して経験が少ないのですが、頼りになるスタッフとともに患者さんに寄り添った看護ができ
るよう努めてまいります。これまでの経験を活かしながら、この病院の力になれるように頑張っていきたいと
思います。どうぞよろしくお願いいたします。

3西病棟　看護師長　関戸　信江
　4 月より 3 西病棟の看護師長として勤務させていただいております関戸と申します。災害医療センター附
属昭和の森看護学校より配置換えで参りました。久しぶりの臨床現場で毎日が新鮮であると同時に勉強の
日々です。初心に帰り患者様の生活の質を上げるためにどんな看護が出来るかを自分なりに考えていきたい
と思います。どうぞ宜しくお願い致します。

7東病棟　看護師長　人見　公代
　はじめまして。4 月より 7 東病棟で勤務しております。前任地の東埼玉病院では呼吸器内科・外科病棟、Ｈ
ＩＶ看護担当者、医療安全と経験してきました。結核看護のエキスパートナースが揃ったスタッフに引っ張ら
れながらも他部門の皆さまとも連携し、患者さんのＱＯＬを高めるべく、経験を生かしていければと考えてい
ます。板橋生まれの板橋育ちです。以前より通勤距離が半分になりました。趣味はと聞かれると読書としか答
えられなかったのは通勤時間もあったか？と自分勝手に考えています。今後ともよろしくお願い致します。

臨床検査技師長　渡司　博幸
　４月１日付けで東京病院へ赴任いたしました、臨床検査技師長の渡司博幸です。
　実は、当院には約10年前にもお世話になり、２回目の登場となります。当時、色々、ご指導いただいた皆様と
再び仕事ができることに大変感動致しております。赴任して数日が過ぎました。毎日、検査科のスタッフに御
指導を頂きながら頑張っております。検査科には個性豊かなすばらしい人が多く、良きスタッフに出会えた事
に心から感謝し、病院の皆様にご指導・ご協力を頂き、頑張って参ります。宜しくお願いいたします。

コメディカル

事務部

看護部
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診療内容　病床数５６０床

整形外科
リハビリテーション科
泌尿器科
放射線科
歯科（入院のみ）

総合内科
循環器内科
神経内科
麻酔科
臨床検査科

呼吸器内科
呼吸器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

アレルギー科
眼科
耳鼻咽喉科
皮膚科（入院のみ）

消化器内科
消化器外科
リハビリテーション科
放射線科
緩和ケア内科

●西武池袋線 清瀬駅南口よりタクシー５分、または南口バス２番乗り場より久米川駅行・所沢駅東口行は東京病院北下車、下里
団地行・滝山営業所行・花小金井駅行は東京病院玄関前下車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ武蔵野線 新秋津駅よりタクシー１０分、または西武池袋線に乗り換え。
●西武新宿線 久米川駅北口より清瀬駅南口行で東京病院北下車。または花小金井駅北口より清瀬駅南口行きで東京病院玄関前下
車。(早朝夜間など東京病院玄関前を経由しない場合があります。)

●ＪＲ中央線 武蔵小金井駅より清瀬駅南口行のバス路線があります。
●東武東上線 志木駅南口より清瀬駅北口行のバス路線があります。
●お車でお越しの際は正面よりお入り下さい。
　（駐車場２６５台）
　３０分以内　無料
　３１分～４時間　１００円
　以後１時間毎　１００円
　（２０時１５分～７時　１時間毎３００円))

専　門　外　来　案　内

交通

医療連携室よりお知らせ　患者様をご紹介いただく場合（医療機関）
　　外来診療の予約 ：診療依頼書をFAX送信して下さい
　　CT・MRI検査の申し込み ：医療連携室へお電話下さい

呼

　吸

　器

　関

　係

　外

　来

水（午後）

火（午前）

最近ものわすれのひどい方、アルツハイマー病などが心配な方。
（あらかじめ神経内科を受診して下さい。）

タバコがどうしてもやめられない方。
（当院の禁煙外来は、平成20年1月より保険が適用となりました。）

ものわすれ外来（予約制）

禁　　　煙（予約制）

木（午後） 肺がん治療についてのセカンドオピニオンを希望される方。［1時間まで10,800円］

通常の喘息治療でうまく喘息がコントロールされていない難治性喘息の方。

肺 が ん セ カ ン ド
オピニオン（予約制）

水（午前）
この病気は「息切れ」と「から咳」がよくある症状です。
治療が難しく、膠原病に合併する場合もあります。間質性肺炎（予約制）

難 治 性 喘 息 外 来
　　（予約制）

火（午後2時～）

月（午後）
2時～4時

咳をともなって気道・肺から出血する状態を喀血といいます。肺アスペルギルス症、気管支
拡張症、非結核抗酸菌症、肺結核、肺癌の患者さんにおこります。ご相談ください。喀　　  血（予約制）

水（午前）
咳や痰が出て、血痰があるなど一見結核にみえますが違います。
結核とそっくりの症状がこの疾病です。他人への感染はありません。非結核性抗酸菌症

金（午後）
肝臓癌、胆嚢癌、胆管癌、膵臓癌や胆石症など、肝胆膵疾患の手術のご相談、お申し込み、
セカンドオピニオン等に、専門の医師が対応いたします。肝　　　　胆　　　　膵

木（午前）

水（午後）
13：30～15：30

連携医の先生方かかりつけの患者様で、運動・言語・嚥下機能に問題があり、
リハビリテーションをご希望の方。（かかりつけ医の情報提供書が必要です。）
白内障の診断、手術の相談、説明など、これから白内障手術を検討されている方の
各種相談などを行っています。

地 域 リ ハ ビ リ 相 談

白 　 内 　 障 　 外 　 来

木
（第1週・第3週のみ） 失語・失行や健忘などの診断、リハビリテーションへの紹介など（要神経内科外来受診）。高 次 脳 機 能 外 来

専門外来名 診察日 このようなことでお悩みの方は、ご相談ください

月～金（午前）
ご家族などから「いびきが大きい、長く続く」あるいは「ねている時に息が止まる」などと
言われた方。COPDを疑われたり、COPD呼吸リハビリを御希望の方。

い  び  き  COPD
（睡眠時無呼吸症候群の検査）

受付時間：初診 8:30～14:00（消化器内科の月、金は１２:００までの受付）
　　　　　再診 8:00～11:00 （受付時間平日8：30～15：00まで）

予約センター　042-491-2181

WEB検索

○呼吸器センター ○喘息・アレルギーセンター ○消化器センター ○総合診療センター ○放射線診療センター
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表紙4

「人間ドック」・「肺ドック」・「消化器ドック」受付しております。
<実施期間> 「人間ドック」：平日の月・木・金曜日のみ（金曜日の人間ドックはペプシノゲン検査選択の方のみ可能）
　　　　　　「肺ドック」「消化器ドック」：平日の月～金曜日
<受診を希望される方は>
　完全予約制となっておりますので、ご希望の方は下記の予約センターまでお問い合わせください。

【予約センター：TEL 042-491-2181　　受付時間：平日 8：30～15：00】

FAX 042-491-2125（8:30～15:30）
TEL 042-491-2934（8:30～17:15）

新任のご挨拶

泌尿器科医長　瀬口　健至
　4月から泌尿器科医長として着任いたしました瀬口健至です。平成 3年に卒業後、泌尿器科癌の治療を中
心に幅広く泌尿器科疾患の診療に携わって参りました。癌の治療においては、手術、放射線治療、化学療法、
分子標的薬治療など様々な治療があります。お話を良く伺いご希望や不明・不安な点を確認しながら、患者
さんにとって最良の選択ができるよう進めて参りたいと思います。前任地の防衛医科大学校病院では、所沢
近隣地区の地域連携の推進にも従事しておりました。その経験を生かして、北多摩地域の先生方との連携を
図れるよう努力して参ります。よろしくお願い申し上げます。

神経内科　椎名　盟子
　4 月 1日付けで神経内科に配属されました椎名盟子です。これまでは板橋区にある東京都健康長寿医療セ
ンターで神経内科および総合診療科で勤務し、脳血管障害、神経難病や認知症の方々を診療してまいりまし
た。当院には 18 年前にも働いていたことがあり、建て替わった病院で再び勤務できることになりとてもうれ
しいです。今後は当院にいらっしゃる皆様のお役に立てるように頑張ります。よろしくお願いいたします。

リハビリテーション科　永井　多賀子
　この度東京病院リハビリテーション科勤務となりました永井多賀子です。前職では整形外科医として病
棟、外来、手術および運動器リハビリテーションに従事しておりました。今回リハ医として勤務するにあたり、
運動器の知識を活かし多方面からのリハアプローチができればと考えております。また、疾患別に機能障害、
能力障害の評価を行い、一人一人のニーズに合わせた治療と社会的支援を行いたいと考えております。宜し
くお願いいたします。

リハビリテーション科　西坂　智佳　
　初めまして。H27年 4月からリハビリテーション科に勤務させて頂いております、西坂智佳と申します。初
期研修終了後リハビリテーション科に進み、これまでは主に脊髄損傷や切断症例のリハビリを学んで参りま
した。東京病院では呼吸器疾患や脳血管障害の患者様のリハビリを担当させて頂けることとなり、日々精進
して参りたいと考えております。ご迷惑をおかけすることもあるかと思いますがどうぞよろしくお願い申し
上げます。

呼吸器内科専修医　河野　史歩
　初めまして、卒後 4 年目の河野史歩と申します。初期研修を千葉の旭中央病院という千葉の東端にある病
院で行い、内科一般を学ぶため1 年間残りました。呼吸器内科に関しては今がほぼ1年目の状態ですが、一日
一日、呼吸器内科の知識全般を深めるよう努力します。
　自分が患者さん・家族側だった時の気持ちも忘れずに過ごしていきたいです。最初の方はいろいろとご迷
惑おかけする場面もあるかと思いますが一日でも早く慣れるよう精一杯頑張ります。どうぞよろしくお願い
します。

呼吸器内科専修医　花輪　智秀
 　4月より呼吸器内科専修医として勤務させて頂いている花輪智秀と申します。
東京女子医科大学病院にて初期研修を修了し、その後同院呼吸器内科に入局しました。結核などを含め大
学病院では経験できない呼吸器疾患をより深く経験、理解したいと考え東京病院での研修を希望しました。
勉強不足を痛感する毎日ですが、この恵まれた環境を生かし少しでも患者様に信頼される良い呼吸器内科
医になれるように頑張りたいと思いますので、宜しくお願いします。

診療部


